
市内の交通事故札幌の人口と世帯

�222-4894 �221-4894

わたし にん わ こ ゆき けっしょう つく

私たちは、３人ずつに分かれて２０個の雪の結晶を作
かんが だ あ たす あ つく

りました。考えを出し合ったり、助け合いをして、作
たいへん おも

りあげるまでとても大変でした。あらためて思ったこ
じ ぶん まんぞく さくひん つく きょうりょく

とは、自分たちにとって満足な作品を作るには協力が
だい じ さくひん とお すこ ゆうじょう

大事だということです。この作品を通して少し友情が
ふか き

深まった気がしてよかったです。
ゆき ひと さっぽろ

雪まつりにはたくさんの人が札幌にやってきます。
ひと つた おも

そういう人たちにきれいさが伝わるといいなぁと思い

ました。

�211-2042 �218-5165

主 な 施 設
●市役所
〒０６０―８６１１ 中央区北１西２／
地下鉄大通駅下車�２１１―２１１１（代 表）

�２１８―５１６１（広報課）
●区役所（電話は代表、ファクスは広聴係）
※所在地は区民のページ（お知らせの後ろ）をご
覧ください。
中央区 �２３１―２４００�２３１―６５３９
北 区 �７５７―２４００�７５７―２４０１
東 区 �７４１―２４００�７４２―４７６２
白石区 �８６１―２４００�８６０―５２３６
厚別区 �８９５―２４００�８９５―２４０３
豊平区 �８２２―２４００�８１３―３６０３
清田区 �８８９―２４００�８８９―２４０２
南 区 �５８２―２４００�５８２―０１４４
西 区 �６４１―２４００�６４１―２４０５
手稲区 �６８１―２４００�６８１―６６３９

ウ エ ス ト

●WEST19
〒０６０―００４２ 中央区大通西１９／
地下鉄西１８丁目駅下車
夜間急病センター

�６４１―４３１６�６１５―８６０４
保健所 �６２２―５１５１�６２２―５１６８
こころのセンター（精神保健福祉センター）

�６２２―０５５６�６２２―５２４４
地域生活支援センターさっぽろ

�６２２―１１１８�６２２―１０７３
●札幌コンサートホール〈Kitara（キタラ）〉
〒０６４―８６４９ 中央区中島公園内／
地下鉄中島公園駅下車

�５２０―２０００�５２０―１５７５

●教育文化会館
〒０６０―０００１ 中央区北１西１３／
地下鉄西１１丁目駅下車

�２７１―５８２１�２７１―１９１６
●国際プラザ
〒０６０―０００１ 中央区北１西３札幌MNビル／
地下鉄大通駅下車

�２１１―３６７０（代表）�２１１―３６７３
●教育委員会
〒０６０―０００２ 中央区北２西２
STV北２条ビル／地下鉄大通駅下車

�２１１―３８２５�２１１―３８２８（総務課）
●社会福祉総合センター
〒０６０―００４２ 中央区大通西１９／
地下鉄西１８丁目駅下車

�６１４―２９４８�６１４―１１０９
●市立札幌病院
〒０６０―８６０４ 中央区北１１西１３／
JR桑園駅下車 �７２６―２２１１（代 表）

�７２６―７９１２（管理課）
●中央図書館
〒０６４―８５１６ 中央区南２２西１３／
市電中央図書館前下車

�５１２―７３２０�５１２―５７８３
●エルプラザ
〒０６０―０８０８ 北区北８西３／
JR札幌駅・地下鉄さっぽろ駅下車
男女共同参画センター �７２８―１２２２�７２８―１２２９
消費者センター �７２８―２１１１�７２８―２１１２
※相 談 専 用 �７２８―２１２１
市民活動サポートセンター

�７２８―５８８８�７２８―７２８０
環境プラザ �７２８―１６６７�７２８―２１１２

●さとらんど
〒００７―０８８０ 東区丘珠町５８４／
地下鉄環状通東駅・北３４条駅・新道東駅
から中央バス �７８７―０２２３�７８７―０９４７
●青少年科学館
〒００４―００５１ 厚別区厚別中央１の５／
地下鉄新さっぽろ駅下車

�８９２―５００１�８９４―５４４５
●芸術の森
〒００５―０８６４ 南区芸術の森２／
地下鉄真駒内駅から中央バス

�５９２―５１１１（代表）�５９２―４１２０
●生涯学習総合センター〈ちえりあ〉
〒０６３―００５１ 西区宮の沢１の１／
地下鉄宮の沢駅下車
生涯学習センター

�６７１―２２００ �６７１―２２３３
青少年センター

�６７１―４１１１ �６７１―４１０３
教育センター �６７１―３４１０ �６７１―３４３４
リサイクルプラザ宮の沢

�６７１―４１５３ �６７１―４１５６

●大型ごみ収集センター
（大型ごみの有料収集申し込み）
月曜～金曜（祝日も可）午前９時～午後
４時３０分 �２８１―８１５３ �２８１―４６２２

●救急医療情報案内センター（２４時間）
（当番医療機関などの案内）
フリーダイヤル �０１２０―２０―８６９９
携帯電話、PHS専用 �２２１―８６９９

札幌市の各種制度や施設、行事などは

札幌市コールセンター ちょっとおしえてコール

市政に関するご意見、ご提案などは

市民の声を聞く課

札幌市役所ホームページ

携帯電話対応の札幌市情報提供サイト

あつべつ く あつべつひがししょうがっこう ねん くみ
さわ い え り

厚別区・厚別東小学校６年１組 澤井 愛里

平成１７年１月１日～１２月３１日（前年比）

ねんせい ともだち せんせい

６年生のお友達と先生

発生１２，１６１件（＋４７１）
死者４０人（－１４）
傷者１４，５８３人（＋４６７）

スノーファンタジー

１，８８２，７５４人（＋３３０）
８４０，３０５世帯（＋６０６）

１月１日現在（前月比）
国勢調査ベース２

www.city.sapporo.jp/mobile/i-mode
www.city.sapporo.jp/mobile/ez
www.city.sapporo.jp/mobile/vodafone

※広報さっぽろの誌面も掲載。お住まいの区以外の区民のページ
もご覧になれます。

広報さっぽろは、毎月１０日までに、町内会などを通じて市内の全世
帯に配布しています。また、ご希望の地域には、市が委託した民間
の会社による直接配布も行っています。詳細は、広報課かお住まい
の区の区役所広聴係へお問い合わせください。

www.city.sapporo.jp/city

札幌市総務局広報部広報課
〒０６０‐８６１１中央区北１条西２丁目 �２１１‐２０３６�２１８‐５１６１
Eメール kohokakari@city.sapporo.jp

2006

Eメール info4894@city.sapporo.jp
午前８時～午後９時（土・日曜、祝・休日を含む）

iモード
EZweb

Vodafone Live!

広
報
ク
イ
ズ
は
１４
�
に
掲
載
し
て
い
ま
す
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い
っ

し
ょ

し

め
ん

一
緒
に
誌
面
を

つ
く

と

も

だ

ち

作
っ
て
く
れ
た
お
友
達

こ

わ

し

め
ん
づ
く

子
ど
も
に
も
分
か
る
誌
面
作
り
の
た

し
ょ
う
が
く

ね
ん

こ
う
こ
う

ね
ん

め
に
、
小
学
５
年
〜
高
校
２
年
の
１１

に
ん

さ
ん

か

人
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ けん り

「子どもの権利」の
はなし はじ

お話が始まるよ。
あつ

さあ、みんな、集まって！

り

こ ぎ かい なか

●子ども議会の中の
こ もんだいちょう さ とく

「子ども問題調査特
べつ い いんかい みな

別委員会」の皆さん

けん

ぜんれつひだり と だ し お り

前列 左から戸田詞央里さ
やまざきな お おし のかず

ん、山崎菜緒さん、押野一
き さわはたかずゆき こう

輝さん、澤畑和幸さん。後
れつひだり すぎやまみ ず き

列 左から椙山実都貴さん、
なかやまはる か さいとう え り

中山陽加さん、斉藤絵里
こ しぶ や とし き

子さん、澁谷俊紀さん

こ
おも き あそ

子どもたちが思い
切り遊んだり、

べんきょう
かんきょう

勉強したりでき
る環境づくり

たい せつ
そだ けん り だい

が大切なんだ。「育
つ権利」を大

じ

事にしてあげたい
ね。

こ けん り じょう

●子どもの権利条
れいせいていけんとう い いんかい

例制定検討委員会に
さん か こうこうせい

参加している高校生
みな

の皆さん

し
ょ
う
が
っ
こ
う

に
ゅ
う
が
く

小
学
校
に
入
学
し
た

ゆ
ー
く
ん
。

ま
い
に
ち
げ
ん

き

つ
う
が
く

毎
日
元
気
に
通
学
し
ま
す
。

つ
う
が
く

ろ

き
ん
じ
ょ

通
学
路
で
は
、
近
所
の
人
が

じ

こ

み
ん
な
が
事
故
に
あ
わ
な
い

み

ま
も

よ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

み

ま
も

た
く
さ
ん
の
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

ま
い
に
ち
べ
ん
き
ょ
う

毎
日
勉
強
し
た
り
、

ど
ろ

あ
そ

泥
ん
こ
に
な
っ
て
遊
ん
だ
り
。

「
お
ぎ
ゃ
ー
、
お
ぎ
ゃ
ー
」

げ
ん

き

お
と
こ

こ

と
っ
て
も
元
気
な
男
の
子
が

う生
ま
れ
た
よ
。

な

ま
え

名
前
は
ゆ
ー
く
ん
。

ミ
ル
ク
を
も
ら
っ
て
、

か

ぜ

風
邪
を
ひ
い
た
ら

く
す
り

お
薬
を
も
ら
っ
て
。

す
く
す
く
と

せ
い
ち
ょ
う

成
長
し
て
い
き
ま
す
。

あかなんにもできない赤ちゃん。まわ お と な けん こう まも周りの大人が健康を守ってあい けん りげないとね。「生きる権利」があるんだから。

ひだり さいとうあや の

左から齊藤綾乃
わたなべともひろ

さん、渡辺智広
たきもときょう た

さん、瀧本京太
ろう

朗さん

こ
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こ かなら よ

子どものみんなは必ず読んでね！

けん り

「権利」っていうと
むずか き

難しそうに聞こえるけど、
こ

子どもたちみんなが
げん き まいにち す

元気に毎日を過ごして、
お とな

すてきな大人になるために
か

欠かせないものなんだよ。

こ けん り

「子どもの権利」って
たいせつ

とっても大切なもので、
み じか

とっても身近に

あるものなんだね。

こ
う
こ
う
せ
い

高
校
生
に
な
っ
た
ゆ
ー
く
ん
は

ゆ
う

き

だ

せ
い

と

か
い

勇
気
を
出
し
て
生
徒
会
の

か
い
ち
ょ
う

会
長
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、

み
ん
な
が
や
り
た
か
っ
た

ぶ
ん

か

さ
い

文
化
祭
で
の

て
い
あ
ん

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
提
案
。

せ
ん
せ
い

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

先
生
た
ち
も
一
生
懸
命

て

つ
だ

み

ご
と
じ
つ
げ
ん

手
伝
っ
て
く
れ
て
見
事
実
現
。

も

あ

と
っ
て
も
盛
り
上
が
っ
た
よ
！

ち
ゅ
う
が
く
せ
い

中
学
生
に
な
っ
た
ゆ
ー
く
ん
。

あ
た
ら

と
も
だ
ち

ふ

新
し
い
友
達
が
増
え
た
よ
。

あ
れ
？

み
ー
ち
ゃ
ん
が

な
か

ま

仲
間
は
ず
れ
に
な
っ
て
る
み
た
い
。

ゆ
ー
く
ん
は
、
み
ん
な
に

な
か

よ

い
っ
し
ょ

あ
そ

「
仲
良
く
一
緒
に
遊
ぼ
う
」

い

っ
て
言
え
た
よ
！

だ
れ

か
な

お
も

誰
で
も
悲
し
い
思
い
は

し
た
く
な
い
も
ん
ね
。

こもし、いじめている子がいても、ちゃんと「だめ！」って言えるまも
けん りよね。みんな「守られる権利」があるんだから。

こ
め せん

い けん

子どもの目線での
意見は

き ちょう

とっても貴重な
ものなんだ。

さん か けん り
つか

「参加する権利」
をどんどん使

い けん い

って、意見を言っ
てみようよ。

こ

け
ん

り

「
子
ど
も
の
権
利
」
が

た
い
せ
つ

大
切
だ
っ
て
い
う
こ
と
が

わ分
か
っ
た
か
な
？

さ
っ
ぽ
ろ

し

い
ま

札
幌
市
で
は
、
今
、

か
し
ょ
う

こ

け
ん

り

じ
ょ
う
れ
い

「（
仮
称
）子
ど
も
の
権
利
条
例
」

こ

と
い
う
、
子
ど
も
に
つ
い
て
の

じ
ゅ
ん

び

き
ま
り
を
つ
く
る
準
備
を

す
す進
め
て
い
る
ん
だ
よ
。



い けん おお えい が み へ

みんなの意見で大きなスクリーンで映画を見る部
や ちょう り しつ じつげん こ とし がつ

屋や調理室が実現。今年３月にオープンします！

こ ぎ いん ぜん ぶ にん い いんかい わ

子ども議員は全部で６６人。７つの委員会に分
しんけん ぎ ろん

かれて真剣に議論しました。

じ
ょ
う

れ
い

ど
う
し
て
条
例
が

ひ
つ

よ
う

必
要
な
の
？

こ

お
と
な

子
ど
も
た
ち
は
、や
が
て
大
人
に
な
っ

ま
ち

し
ゃ
か
い

さ
さ

そ
ん
ざ
い

て
、街
や
、社
会
を
支
え
て
い
く
存
在
。

こ

じ

ぶ
ん

い

い

子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
、生
き
生
き
と

そ
だ

し
ゃ
か
い

た
い

育
つ
こ
と
は
社
会
に
と
っ
て
す
ご
く
大

せ
つ切
な
ん
だ
。

し

み
ん

だ
か
ら
、こ
の
こ
と
を
、市
民
み
ん
な

ま
も

じ
ょ
う

れ
い

さ
だ

が
守
る
ル
ー
ル
で
あ
る
条
例
で
定
め
て
、

こ

け
ん

り

た
し

「
子
ど
も
の
権
利
」を
よ
り
確
か
な
も
の

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

さん か けん り じ れい

～「参加する権利」の事例
こんなことやってるよ!

ぼく

こうやって僕たちも
さん か

参加できると
き で

やる気が出るね。

こ こ ぎ いん さっぽろ し かん ていあん

子どもたちが「子ども議員」として、札幌市に関する提案をするもの。
へいせい ねん ど はじ

平成１３年度から始まりました。

じ どうかいかん しんちくこう じ こ い けん と い

児童会館の新築工事に子どもたちの意見を取り入れました。

とん でん きた じ どう かい かん

きた く とんでん屯屯田田北北児児童童会会館館（北区屯田８の７）

とんでんちゅうおうちゅうがっこう ねん

屯田中央中学校３年
おさない いく こ

長内 郁子さん

これから
ば

こういった場はどんどん
ふ

増えていくよ。
みんな、

さん か

ぜひ参加してみてね。

じょうれい し みん だいひょう ひと ぎ いん き し

※条例とは、市民の代表である人（議員）が決める、市
みん まも

民みんなが守らなくてはならないルールなどのこと。

こ ぎ かい

子子どどもも議議会会

みや おかちゅうがっこう ねんしぶ や とし き

宮の丘中学校２年澁谷 俊紀さん

とんでんきたちゅうがっこう ねん

屯田北中学校３年
たに まさみち

谷 真迪さん
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（仮称）子どもの権利条例制定に向けた
中間答申書の報告と、パネルディスカ
ッションを行います。

日時２月２６日�午後１時３０分
会場かでる２・７（中央区北２西７）
定員５２０人
申込２月２３日�までに市コールセンター
（１�）へ電話、FAX、Ｅメール。抽選。
託児希望者は２月１５日�までに申し
込み（抽選にはずれた方のみ通知）。

今後、市としてどのような条例をつくって
いくべきか、配布中の中間答申書概要版を
ご覧の上、ご意見をお寄せください。

期 間２月２８日�まで
配布場所子どもの権利推進課、市役所２階市政
刊行物コーナー、区役所、まちづくりセンター、
児童会館、地下街ふれあい広場など。
下記ホームページからも投稿できます。

子どもの権利についての情報満載！�www.city.sapporo.jp/kodomo/kenri

子どもの権利条約で掲げる4つの子どもの権利の概要

病気やけがの治療などにより、生命を守られる。

教育を受けたり遊んだり、自分らしく
自由に育つことができる。

あらゆる虐待や差別から守られる。

自由に意見を言ったり活動をしたりできる。

生きる権利

育つ権利

守られる権利

参加する権利

１７
年４月

公
募
の
市
民
、
学
識
経
験
者
、

高
校
生
な
ど
２５
人
か
ら
成
る

「
子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
検

討
委
員
会
」が
発
足
。
以
降
、
子

ど
も
た
ち
の
現
状
な
ど
を
調
査
。

１２
月

検
討
委
員
会
が
中
間
答
申
書
を

市
長
に
提
出
。

１８
年２月

子
ど
も
委
員
会
が
発
足
。
以
降
、

子
ど
も
の
視
点
か
ら
条
例
に
つ

い
て
話
し
合
う
。

６
月

検
討
委
員
会
が
最
終
答
申
書
を

市
長
に
提
出（
予
定
）。

７
月

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

（
予
定
）。

９
月

条
例
案
を
市
議
会
に
提
出（
予
定
）。

大人の皆さんに知ってほしい

子どもの権利
Ｑ＆Ａ

「子どもの権利条約」は、子どもの権利が子
どもを取り巻くあらゆる場で実現されることを
求める条約で、１９８９年の国連総会で採択され、
日本は１９９４年に批准しました。
一方、条例は、例えば、子どもたちが意見を

表明し参加する仕組みや、いじめなどの権利侵
害から救済する制度を規定するなど、子どもの
権利条約の理念を札幌において具体的に実現す
るために、制定しようとするものです。

条 例 制 定 へ の 取 り 組 み

子どもの権利条約が
あると聞きましたが、
条約と条例は何が違うのですか？

中間答申に
ご意見を

子どもと大人の権利の違いは
なんでしょうか？

子どもが大人と違うのは、大人への成長
過程にあるということです。このことから、
子どもには、大人と子どもの区別なく認め
られる権利（基本的人権）のほかに、調和
のとれた人格を持つ大人へと「成長・発達
する権利」があります。

子どもの権利を認めるならば子どもの
義務や責任も必要ではないですか？

子どもの権利（基本的人権）は、義務を果
たすことを条件に認められるものではなく、
生まれながらにすべての子どもに無条件に
あるものです。そして、子どもは権利につ
いて学習し、それを行使する中で、他人の
権利を尊重することを身に付け、責任を果
たす自覚を持つようになるのです。

〒０６０‐００５１中央区南１東１
大通バスセンタービル１号館３階、
�２１１‐２９４２、FAX２１１‐２９４３、
Eメールkodomo.kenri＠city.sapporo.jp

子どもの権利推進課

市民フォーラムを
開催します!

この特集のお問い合わせ先
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均一・適正な除雪を
自宅周辺の雪を自分で排雪した
ところ、除雪車が周辺の雪をす
べてそこへ寄せていった。業者
が自覚を持って、公平に雪を寄
せてもらうことを望みます。
（男性）

せっかく取り除いた所に雪を置
いたり、十分にならされた所を
わざわざ除雪したりするのを目
にすると、市役所は、現状を知
らないのでは・・と思います。

ほん ま

（北区 本間さん ３８歳）

路上駐車対策を
意図的と思われる悪質な路上駐
車を近隣でもよく目にしますが、
近所の人々に注意するのは難し
いのが実状です。広報による注
意喚起のみではこうした事態は
なくなりません。警察や町内会
と連携し、実効的な対策が必要
だと思います。（匿名）

路上駐車は、除雪作業員が、ナ
ンバーや車種を控えて警察に伝
え、罰金を科すようにしなけれ
ば減らないのでは。

はら かず み

（西区 原 一美さん ５９歳）

総数・・・・・・・・・・・・122通
郵便・・・・・・・・・・・・・・・89通

ファクス・・・・・・・・・21通

Eメール・・・・・・・・・・12通
（広報クイズ、読者プレゼントの意見含む）

除雪、もっと
しっかりやって
ほしい！

皆皆ささんんかからら
寄寄せせらられれたた声声をを
紹紹介介ししまますす！！

市役所から

市はできる限り公平で効率的な

除雪に努力していることをご理

解ください。

また、路上駐車をなくす取り組

みについては、地域と一体とな

って進めていきます。

市市のの雪雪対対策策、、ここここにに課課題題がが

※１通の中に複数の意見がある場合は、それぞれを１件として計算。また、紹介しているご意見は、誌面スペースの都合から一部を抜粋して掲載しています。

3

たくさんの声
ありがとう
ございました！

12件

市民一人一人が
雪国で暮らす
自覚を持つべき！

昨昨年年1111月月号号のの特特集集「「札札幌幌のの雪雪対対策策」」でで、、
今今後後のの市市のの雪雪対対策策ににつついいててのの意意見見やや、、アアイイデデアアをを募募集集ししままししたた。。
今今回回はは寄寄せせらられれたた意意見見・・アアイイデデアアのの一一部部をを紹紹介介しし、、
市市のの雪雪対対策策のの今今後後のの在在りり方方ににつついいててああららたためめてて考考ええてていいききまますす。。

内容に関するお問い合わせは 雪対策室計画課�２１１‐２６８２へ

2
14件

多かった声は…

札幌の雪対策

雪対策って
こんなに大変
だったんだ！

今今ここそそ知知ろろうう！！考考
ええよようう！！

1
20件
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みんながルールを守ろう
住人同士で費用を出し合って排
雪した団地の敷地の中へ、勝手
に雪を捨てていく人がいます。
それぞれの地域で、配慮ある行
動をしてもらいたいです。

あい だ とみ よ

（西区 相田富代さん ５１歳）

路上への雪出しはほとんどの人
がやっているように見受けられ
ます。一人一人がルールを守り、
気持ちよく生活できるようにな
るといいですね。
（中央区 女性 ３３歳）

互いに思いやりの気持ちを持って
私の夫は除排雪の仕事をしてお
り、天候によって２、３日休み
なく作業にあたることもしばしば。
手を抜いていると責められる場
合もあるようですが、除排雪業
者はそれぞれが市民の生活を守
ろうと、懸命に仕事にあたって
います。
行政も除排雪業者も住民も、目
指すところは「雪と戦い、冬を
乗り切る」こと。みんな同じです。
みんなが同じ気持ちで頑張って
いるのだから、文句を言い合う

のではなく、お互いに思いやり
ながら、協力して冬を乗り越え
ていくべきだと思います。

むらなか ゆ か

（清田区 村中友香さん ２５歳）

排雪方法に工夫を
近郊の雪たい積場へ運搬するより、
札幌のど真ん中を流れる豊平川
を排雪場として使う方がコスト・
時間の面から効率的だと思います。
橋の上に雪を置いていき、排雪
車がその雪を川へ放出するとい
う方法はどうでしょうか。
（白石区 ４０代 男性）

排雪から融雪へ
人の手による排雪から、融雪処
理へと対応を転換するべき。道
路下から温かい蒸気を噴射する
などの方法を試してみては。
（北区 ５０代 男性）

融雪槽と流雪溝を一定間隔に併
設して、除雪すると同時に雪を
流してしまうといいと思います。
（北区 男性）

より地域の実状に応じた
雪対策を実現するため
には、皆さんからの声が
欠かせません。今回いた
だいた貴重なご意見を
しっかりと受け止めると
ともに、皆さんにも現状
を理解していただき、今
後の雪対策を一緒に考
えるための取り組みを
推進していきます。

雪たい積場
情報も掲載！

●除雪の出動基準を１０�⇒１５�に変更し、節約した費用で交
差点排雪などを行う
（東区・札苗新栄町内会など５地区で実施）
●排雪個所や雪解け後の清掃など、地域でルールを決めた上
で、試験的に公園を雪置き場として使う
（中央区・宮の森東３町内会など３地区で実施）
●地区内各所の除雪状況などを住民が視察し、配慮すべき点
を除雪センターに伝え、可能な限り作業に反映させる
（厚別区・第２桜台町内会など２地区で実施）

11月号では、「行政と市民が新たな除雪方法について意見交
換し、実行に移す取り組み」を紹介しました。その後、各地区
をモデルとして、さまざまな試みを展開しています。

始まっています！新たな取り
組み

河川への雪の投入は、川の流れを阻
害し、はんらんを招く恐れがあります。
また、融雪施設については、幹線道路
のロードヒーティングを例にとると、
通常の除排雪の約１０倍のコストが掛
かっており、今後は、低コストで安定し
て融雪できる技術が求められます。

厚別通（白石区）
のロードヒーティ
ングの様子。

市役所から

意意識識をを変変ええてていいここうう

ここんんなな方方法法ががととれれるるののでではは？？

www.city.sapporo.jp/kensetsu/yuki
雪対策のほか、冬の生活・文化に関する豊富な情報が満載！

皆さんの意見を受け止め、
今後の雪対策に生かしていきます

市長
うえ だ ふみ お

上田 文雄

市長から

雪対策HP
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２
月
１
日
か
ら
、
公
益
上
必
要

な
場
合
を
除
き
、
住
民
基
本
台
帳

の
閲
覧
を
制
限
し
ま
す
。

近
年
、「
個
人
情
報
の
保
護
」

や
「
犯
罪
の
未
然
防
止
」
と
い
っ

た
観
点
か
ら
、
誰
も
が
閲
覧
で
き

る
現
行
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る

声
が
全
国
的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
昨

年
秋
、
国
は
閲
覧
を
制
限
す
る
方

針
を
固
め
、
近
く
法
律
を
改
正
す

る
見
込
み
で
す
。
市
で
は
、
法
改

正
ま
で
の
間
も
、
皆
さ
ん
の
個
人

情
報
を
可
能
な
限
り
保
護
す
る
た

め
、
市
独
自
に
営
利
目
的
の
閲
覧

を
制
限
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

閲
覧
で
き
る
場
合
は
、
右
下
の

通
り
で
す
。
基
本
的
な
予
約
手
続

き
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細

戸
籍
住
民
課
（
２１１
）２
２

９
６

地
方
税
の
電
子
申
告
が
始
ま
り

ま
し
た
。

対
象
と
な
る
税
目
は
、
市
税
が

「
法
人
市
民
税
」「
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
）」、
道
税
が
「
法
人

道
民
税
」「
法
人
事
業
税
」。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
全
国
共
通
シ
ス

テ
ム
「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
を
通
じ

て
、
自
宅
や
職
場
か
ら
の
手
続
き

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
電
子
証

明
書
の
取
得
な
ど
の
事
前
準
備
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細

税
制
課
（
２１１
）２
２
８
２

ダイレクトメールの送付など営利目的での閲覧は認められません

地方税の電子申告がスタート

２月１日から、
住民基本台帳の閲覧を制限

市税は「法人市民税」
「固定資産税（償却資産）」から

電子申告

キーワード�

申告時期の窓口混雑とも無縁に

各区役所に備え付けられている「閲覧リスト」

�自宅やオフィスからの手続きが可能に

�今回以外の税目の
電子申告

�電子申請・届出

�電子納税

平成１９年度以降に
対応予定の地方税
に関する手続き

�申告書などの作成をサポート
税額の自動計算など必要事項の記載が容
易に

�受け付け窓口を一元化
都道府県・政令指定都市への別々の申告
が一度に可能

www.eltax.jpｅLTAX（エルタックス）
ホームページ

公益上必要であると認められるもの以
外の閲覧を制限する。

【閲覧できる場合】
１ 国・地方公共団体が請求する場合
２ 報道機関や調査機関が世論調査な

どを理由に請求する場合
３ 学術研究機関が学術調査を理由に

請求する場合
４ その他、区長が必要と認める場合

２２月月１１日日かからら
個人情報の保護
犯罪の未然防止

札幌市の閲覧申請件数
（１６年度）
�申込件数…約１，３００件
（内ダイレクトメール
目的が約１，０００件）
⇒全体の７割強が制限
される見込み

各市町村に備え付けられた台帳には、
氏名・住所・生年月日・性別の４項目
を記載。法律では不当な目的でない限
り閲覧を認めている。

�商品販売や勧誘などを目的とした閲
覧への批判
（例）「知らない会社からダイレクト
メールが届き不安だ」

�閲覧した情報の利用制限が困難
�閲覧した情報を悪用する事件が発生

ここれれままでで

キーワード�

個人情報
の保護
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十
八
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
料
の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
住
民
税
」
に

基
づ
く
計
算
方
法
を
、「
所
得
」

に
基
づ
く
計
算
方
法
に
変
更
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
①
住
民
税
の
非
課

税
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、
特
定
の

加
入
世
帯
に
負
担
が
偏
っ
て
き
て

い
る
②
今
後
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

特
に
年
金
世
帯
の
保
険
料
の
大
き

な
変
動
が
見
込
ま
れ
る
―
―
な
ど

の
課
題
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
低
所
得
世
帯
な
ど
の
負

担
を
緩
和
す
る
た
め
、
保
険
料
全

体
に
占
め
る
基
本
料
金
（
平
等
割

額
と
均
等
割
額
の
合
計
）
の
割
合

を
引
き
下
げ
。
負
担
が
大
き
く
増

え
る
世
帯
に
は
、
２
年
間
の
経
過

措
置
も
実
施
し
ま
す
。

今
回
の
変
更
は
、
学
識
経
験
者

ら
で
構
成
す
る
「
札
幌
市
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
」
が
、
市
民

意
見
を
参
考
に
取
り
ま
と
め
た

「
答
申
」
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

詳
細

国
保
年
金
課
（
２１１
）２
９

５
２

市民の皆さんはもちろん、上田市長やお笑い芸人らも登場し、番
組ごとに「強い個性」を打ち出している広報番組。広報誌を読んで
から見ると、面白さが倍増することは――間違いありません！

番組概要 神出鬼没のご意見番「ヨネ
さん」が、タイムリーな市政の話題
に鋭く切り込みます。
今月の見どころ （２／２６分）冬を迎えて、
大好きなパークゴルフもままならな
いヨネさん。運動不足の体を持て余
し、ふらりと散歩に出掛けたとこ
ろ、前田森林公園の中に広大な雪上
パークゴルフ場を発見！

番組概要 吉本興業の若手芸人が、独
自の感性を生かして札幌の旬な話題
を紹介。笑いながらも市政が分かる、
斬新な番組です。
今月の見どころ （２／１８分）大雪が降った
後の除雪は、「なまらしんどい」。楽
な方法はないかと、芸人たちは“そ
の道の専門家”の所へ。疲れを軽く

ひ けつ

する雪かきの秘訣が明らかに。

ラ
ジ
オ

番組概要 上田市長が市民団体の活動
を体験リポート。市民の目線で札幌
のまちづくりについて考えます。
今月の見どころ （２／１１は午前１１時３０分か
ら）ノルディックスキー世界選手権
札幌大会まであと１年。今冬のプレ
大会の裏側をお伝えするほか、会場
の市民ボランティア、長野五輪のあ
の金メダリストらも登場。

番組概要 日曜の朝にふさわしい、正
統派の市政情報番組。気になる・知
りたい札幌の話題を分かりやすくお
伝えします。
今月の見どころ （２／２６）地球温暖化防止
をテーマに、環境活動に取り組む市
民の姿を紹介。「こども環境フェステ
ィバル」での子どもたちの真剣な表
情も見逃せません。

番組概要 地域の活動や風土、歴史な
どに焦点を当て、普段は何気なく見
過ごしている札幌ならではの魅力を
「再発見」します。
今月の見どころ （２／１１分）雪まつり期間
中、会場で車いすの利用を手助けす
る介助ボランティアサークル「手と
手」。雪景色に溶け込む、心温かな
活動は必見。

介護２号分

４，６５０円

９，３２０円
×４０歳以上６４
歳以下の加入
者数

４０歳以上６４歳
以下の加入者
全員の１７年度
住民税額×
０．９８

＋医療分

２３，７００円

３７，９９０円
×加入者数

加入者全員の
１７年度住民税
額×４．６

＝
国民健康保険
料（年額）

平等割額
（１世帯当たり）

均等割額
（加入者数分）

所得割額

まつながとしゆき

松永俊之の
札幌探訪
※２月２５日市長
出演

西区文化フ
ェスタ２００６
ほ
か

市スポーツ
救護赤十字
奉仕団の活
動ほ

か

人工雪を発
明した男～
なか や う きちろう

中谷宇吉郎
ほ
か

放
送
内
容

放
送
内
容

放
送
内
容

放
送
内
容

スマイルさっぽろ
HBC
毎週土曜
午前９時１５分～２５分

さっぽろアート・ウィークリー
AIR-G'
毎週土曜
午前９時４５分～５５分

さっぽろ散歩
STV
毎週土曜
午前１１時３０分～４５分

サッポロ・シティ・ナビ
NORTH WAVE
毎週日曜
午前９時５０分～１０時

中央・東・厚別・豊平・西区の広報
番組を、それぞれの区内にあるコミ
ュニティFM局で放送しています。
放送日時などは、上記５区の区民
のページ（１�掲載）をご覧ください。

国民健康保険

国
民
健
康
保
険
料
の
計
算
方
法
が

１８
年
度
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す

※大会関連の特製プレゼントあり。詳
しくは番組の最後をチェック！

愛・らぶサッポロ
毎月第２土曜午前１１時（１５分番組）

キーワード�

その１ お役所っぽくない
多少お堅い市政の動きも、番組案内役の「ヨネさん」や吉
本興業の若手芸人らがポイントをかみ砕いてリポート。

その２ コンパクトで分かりやすい
５分番組でも、映像による情報量は圧倒的。まさに「百聞
は一見にしかず」。

その３ 特定の番組・テーマで追っかけ
「まちづくり」「歴史」など、番組ごとのテーマに着目する
見方も。毎週の“お楽しみ”にする広報ファンもあり。

番組の詳細はこちらで�ホームページwww.city.sapporo.jp/somu/tvradio

テレビ番組・視聴のポイント

広
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
分
か
ち
合
っ
て
い
け
る
仕
組
み
へ

HTBとことんリサーチ札幌
毎月第４日曜午前６時３０分（１５分番組）

拡大版！

HBC

い いコト聞 い た
毎月第２・４日曜午前８時５５分（５分番組）

札幌ふるさと再発見
毎週土曜午前１１時５４分（５分番組）

市の国保には、約３５万世帯、５８万人が加入し、
全人口の約３割を占めています（１７年度）。保険料
は、所得や世帯人数など加入者の状況に応じて１
世帯ごとに計算します。

新方式のポイント

保険料全体に占
める基本料金の
割合を引き下げ

「所得」に基づ

く計算方法に変

更

加入世帯には、変更内容をまとめた
小冊子を３月中旬に送付します

ひと口メモ

�
�
�
�
�
�
�
�

★１８年度の保険料は６月中旬に決定します。

UHB

STV

�参考�平成１７年度の保険料

ウオッチング札幌
毎週土曜午後２時５５分（５分番組）

TVh
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今後の施設の改修についても、地域
が一丸となって策定した現在のまち

づくり計画と同様に、地域の皆さんと市が
一緒になって考えていきたいと思います。

定山渓地区住民
いちじょう

一條さん

じゃらん編集長
なか た

ヒロ中田さん

国道２３０号線問題
検討推進部会
事務局長
ふか い

深井さん

定山渓連合
町内会会長
なかにし ひろし

中西 博さん

このページについてのお問い合わせは、
市民の声を聞く課�２１１‐２０４２へ。
内容は、市長のホームページ
www.city.sapporo.jp/city/mayor
からもご覧いただけます。

定山渓地区は、郷土博物館や保養施
設、まちづくりセンター、小学校など、市の
公共施設が分散しています。今後、改修す
る際は、統合した施設にすることで利便性
が高まり、まちづくり活動の場としても期待
できるのではないでしょうか。

ぜひ、これからも、皆さんから意見を
言っていただき、行政も柔らかい頭

で対応し、住民、事業者、行政などみんな
で定山渓のまちづくりを進めていきたいと
思います。

定山渓地区を通る国道230号の拡幅
やまちづくりについて検討しています。検討
の際、以前は行政と住民が意見をぶつけ
ているだけでしたが、ここ数年は行政が地
元の熱意を受け止めて、共に考えてくれる
ようになりました。今後も、地域で知恵を出
し、行政とともにまちづくりを盛り上げてい
きたいです。

私が編集している旅行情報誌「じゃら
ん」の調査では、定山渓温泉を訪れた人
の割合や満足度は、年々高まっています。
その要因は手湯、足湯などの新名所がで
きたことで、定山渓地域内の回遊性が増
したことだと思っています。この結果に満足
せず、これからも魅力を創出することが大
切では。

地域の皆さんの努力が報われて、
年々、評価が上がっていくのはうれ

しいですね。ホテルから出る食べ残しなど
たい ひ

を堆肥化し、それを利用して野菜を作る。
そして、その野菜をお客様へ提供するなど、
環境にも配慮した試みを行うなどすれば、
定山渓の新たな魅力を増やしていくことが
できるのではないでしょうか。

札幌の奥座敷として全国的にも知られる定山渓温泉。
今回は定山渓地区のまちづくりについて、
上田市長と地域の住民の方が�おしゃべり�しました。

温泉街のいたるところでシン
ボルの「かっぱ」がお出迎え！

足 湯

■日時／平成１７年１１月２３日（祝）午後２時～４時
■会場／定山渓温泉「ホテル鹿の湯」
■参加人数／約９０人

無料で利用できる足
湯「長寿と健康の足
つぼの湯」。

私が聞く限り、観光客の方は歩いて楽
しい観光地を求めています。しかし、今の
定山渓は温泉街に入るとちょっと寂しいで
す。そこで、自然と一体化した、歩きたくな
るまちづくりを進めるべきだと思います。
また、定山渓に住む人が楽しく暮らして
いることが、今後の集客につながっていく
と思っています。

自然と一体化した歩きたくなるまち
づくりという提案ついては、私も同

感です。また、定山渓に住んでいる方が
日々楽しく暮らし、ここだけは負けないとい
うまちの個性ができれば、お客様の満足
度が高まり、まちも豊かになると思います。

昨年８月に完成した定山
源泉公園。足湯のほか温
泉が流れる湯の滝がある。

定山
源泉公園

110022000066――��――広広報報ささっっぽぽろろ



以前から不法投棄防止活動に取り組んでいた阿部さんは、
山室校長の思いを知り、有明町内会をはじめ、清田地区の
各町内会などに呼び掛けました。

有明小学校の児童のクロスカントリーコースとして使われ
ている裏山は、草木に紛れてタイヤなどたくさんの不法投
棄ごみが散乱していました。

この活動が呼び水となり、市では「ボランティア監視員制
度」を創設。地域住民自らがきめ細かく監視することで、不
法投棄への抑止効果が期待されます。

町内会に加え、PTA・地元の災害防止協会や土地所有者
などの協力により、不法投棄ごみの撤去を実行。費用を出
し合い、夏の炎天下の中、延べ１３０人が汗を流しました。

●不法投棄とは、ごみを決められた場所（ごみステーションなど）以
外へ捨てることを指します。
●不法投棄は地中へ汚水がしみ出すなど、環境汚染の原因になりま
す。いったん汚染された環境を元に戻すには膨大な時間と費用を
要します。
●不法投棄を行った場合、５年以下の懲役もしくは１千万円以下
（法人の場合はなんと１億円以下！）の罰金が科されます。

身近にあった市民によるまちづくりのお話をお寄せください。
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し、はがき、ファックス、Eメールで市役所広報課（１ページ）へ。

「市民参加のまちづくり」の参加事例として、
地域の特色あふれる活動を紹介するコーナー。

今月は、有明地区の「不法投棄防止の取り組み」です。
あなたの街でも、実践してみませんか。

最初に現場を見たときは、その不法投棄ごみの多さに驚きました
が、今では全く見られなくなりました。地域が一丸となって取り組ん
だことが、成果として表れたことをうれしく思います。こうした活動
がぜひ、全市に広がってほしいですね。

まちセンが地域の活動をお手伝い！

阿部さんから

地域の声を関係部署（区役所や環境局）の担
当者へ伝達するなど、主に連絡・調整役として
この活動に携わりました。今回同様、今後もま
ちづくり活動のお手伝いをしていきます。

かわ せ えいいち

川瀬栄一さん

有明町内会会長

え じま けい いち

清田まちづくりセンター所長江島圭一

共に不法投棄を
なくして

いきましょう！

撤去後も
住民が
監視！

まちセン所長から

不法投棄についての詳細は、事業廃棄物課�２１１‐２９２７へ。

タイヤだけ
でも500本以上
を撤去！

市では、不法投棄防止活動が広がっていくよう支援し、
皆さんとともに不法投棄のない街を目指していきます。

不法投棄は許さない！
地域の力で
街をきれいに！

真栄第四町内会
あ べ てつ お

会長阿部 哲夫さん

不法投棄は犯罪です！

学習の場に
ふさわしくない！
何とかしなければ…。

やまむろ たかゆき

山室隆幸さん

有明小学校校長

●

▲ まちづくり事例募集中

今月の声の
主

もっと知りたい

有明小の児童
も参加！

清田まちづくりセンター�８８３‐７６００詳細
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ほ
そ
か
わ

ま
さ

と

細
川

正
人（
自
民
党
）

み
ね
ま
わ
り

の
り
ま
さ

峯
廻

紀
昌（
民
主
党
・
市
民
の
会
）

あ
し
は
ら

す
す
む

�
原

進（
公
明
党
）

教
育
問
題

問
平
成
十
六
年
九
月
に
策
定
さ

れ
た
札
幌
市
教
育
推
進
計
画
の
中

に
は
、
学
校
に
お
け
る
運
動
関
係

の
部
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

運
動
関
係
の
部
の
数
は
、
平
成
九

年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
百
七
十

三
も
減
少
し
、
指
導
教
員
は
二
百

二
十
六
人
も
減
少
し
て
い
る
。
一

方
、
外
部
指
導
者
は
、
平
成
九
年

に
三
十
六
人
だ
っ
た
も
の
が
、
十

七
年
に
は
百
三
十
四
人
と
増
え
て

き
て
い
る
が
、
そ
の
伸
び
も
鈍
化

し
て
い
る
の
が
、
現
状
で
は
な
い

か
。札

幌
市
教
育
推
進
計
画
に
あ
る

部
活
動
に
か
か
る
施
策
の
展
開
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。
ま
た
、
改
善
策
は

早
急
に
打
ち
出
す
べ
き
も
の
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
現
在
、
外
部
指
導
者
を
対
象

と
し
た
研
修
の
充
実
な
ど
施
策
の

推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
教
員
採
用
に
お
い
て
も
、
部

活
動
に
関
す
る
指
導
な
ど
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
意
欲
的

な
教
員
の
採
用
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
改
善
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
人
材
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
外
部
指
導
者
の
導

入
が
部
活
動
の
設
置
に
つ
な
が
る

工
夫
や
部
活
動
の
充
実
を
図
る
た

め
の
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

他
都
市
の
先
行
的
な
事
例
に
つ
い

て
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
各
学
校

な
ど
に
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

学
校
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
活
用
し
た
情
報
教
育

問
今
日
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
急
速
に
広
ま
り
、
二
十
一

世
紀
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
と
っ

て
は
、
情
報
機
器
の
操
作
能
力
は

も
ち
ろ
ん
、
必
要
な
情
報
を
自
ら

判
断
し
て
、
適
切
に
発
信
・
伝
達

す
る
な
ど
の
情
報
活
用
能
力
を
身

に
付
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
学
校

の
授
業
の
中
で
情
報
教
育
を
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
学
校
に
お
け
る
情
報
機
器
の

活
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

さ
ら
に
、
情
報
活
用
能
力
を
高

め
る
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
人
々
の
協
力

を
得
て
い
く
こ
と
も
有
効
で
は
な

い
か
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち

に
教
育
し
て
い
く
取
り
組
み
を
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
呼
び
掛
け
る
な
ど
し
て

広
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
を
中
心
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
機

器
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
、
学
習
に
対
す
る
興
味
・
関
心

・
意
欲
の
向
上
な
ど
を
図
る
と
と

も
に
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
の
指
導
も

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
Ｉ
Ｔ
に
つ

い
て
の
専
門
的
知
識
の
あ
る
保
護

者
な
ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
既

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
事
例

を
参
考
に
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に

も
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

問
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ

い
て
、
市
民
の
不
安
も
増
す
中
、

札
幌
市
が
現
在
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
、
流
行
に
備
え
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て

い
る
の
か
。

答
現
在
、
保
健
所
お
よ
び
各
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
厚
生
労

働
省
の
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
健
康
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

ま
た
、
保
健
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

今
後
は
、
国
が
策
定
し
た
行
動

計
画
お
よ
び
作
成
中
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
を
基
本
に
、
札
幌
市
の

行
動
計
画
を
作
成
し
て
い
く
。
ま

編集●札幌市議会事務局 �２１１‐３１６２ ２１８‐５１４３ 市議会ホームページアドレス●www.city.sapporo.jp/gikai

１２月１３日に閉会した第４回定例会の
中から、１２月１日以降の審議内容に
ついてお知らせします。

平成１７年度
一般会計補正予算
などを可決

～平成１７年第４回定例会

代表質問
から

今
回
の
定
例
会
で
は
、
十
二
月
六
・
七
日
の
二
日
間

の
日
程
で
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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く
ま
が
い

け
ん
い
ち

熊
谷

憲
一（
共
産
党
）

さ

と
う

の
り

こ

佐
藤

典
子（
市
民
ネ
ッ
ト
）

た
、
行
動
計
画
を
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
、
関
係
者
に
対

す
る
危
機
管
理
研
修
や
発
生
を
想

定
し
た
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
ま

ん
延
防
止
対
策
や
適
切
な
医
療
提

供
体
制
を
確
立
し
て
い
く
。
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
北
海
道
と
密
接

な
連
携
を
図
っ
て
対
応
し
た
い
。

構
造
計
算
書
偽
造
問
題

問
「
構
造
計
算
書
」
の
検
査
な

ど
を
代
行
す
る
市
内
の
民
間
検
査

機
関
５
社
に
、
そ
れ
ぞ
れ
何
人
の

構
造
計
算
の
専
門
家
が
い
る
の
か

伺
い
た
い
。
民
間
確
認
検
査
の
在

り
方
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

早
急
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
な
ど
を

対
象
に
「
構
造
計
算
書
」
の
再
チ

ェ
ッ
ク
を
無
料
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
各
民
間
確
認
検
査
機
関
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
か
ら
三

人
を
配
置
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
国
に
お
い
て
は
、
民
間
確
認

検
査
機
関
の
在
り
方
な
ど
、
現
行

制
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
聞
い

て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
動
向
を

見
極
め
て
い
き
た
い
。
構
造
計
算

の
再
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
つ
い
て
は
、

今
後
行
わ
れ
る
全
国
的
な
調
査
結

果
に
基
づ
く
国
や
北
海
道
の
判
断

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
切
に
対
応

し
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例

問
こ
れ
ま
で
の
「
子
ど
も
の
権

利
条
例
」
に
関
す
る
、
子
供
の
意

見
聴
取
な
ど
で
は
、
子
供
の
意
見

反
映
は
不
十
分
で
あ
る
。
子
供
た

ち
が
、
条
例
に
自
分
た
ち
の
意
見

が
反
映
さ
れ
た
と
実
感
で
き
る
た

め
に
は
、
早
期
に
「
子
ど
も
委
員

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
が
、
い
か
が
か
。

答
現
在
「
子
ど
も
議
会
」
に
お

い
て
、
子
ど
も
の
権
利
を
テ
ー
マ

と
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、
活
発

な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
加
え
て
、

条
例
素
案
づ
く
り
に
子
供
た
ち
の

意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
る
た
め
の

「
子
ど
も
委
員
会
」
設
置
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

可決された議案

●一般会計補正予算
次の内容で総額１３億６，０４４万３，０００円を補正するものです。
① 障害者自立支援法の成立に伴うシステム改修などの準
備経費の追加

② 不足が生じる見込みとなった心身障害者交通費および
児童手当の追加

③ 平成１８年度改築予定の信濃小学校および伏見中学校に
ついて、既存校舎のアスベスト処理のため解体工事を前
倒しで着手するための経費の追加および債務負担行為の
限度額変更

④ 国民健康保険会計の補正に伴う繰出金の追加および市
民からの財産遺贈に伴う地域福祉振興基金の造成費の追
加、認可保育所にかかる補助金を不正受給した社会福祉
法人から返還された補助金のうち国庫補助金相当額を国
に返還する経費の追加
このほか、札幌市資料館条例案など合計１９件が可決また
は同意され、人権擁護委員候補者推薦に関する件について
は適当と認めました。

可決された意見書案

●韓国・台湾のハンセン病元患者の速やかな補償を求める意
見書

●原油価格高騰に伴う石油類の安定供給の確保と価格の安定
を求める意見書

●北海道千歳基地へのＦ１５戦闘機の訓練移転に関する意見書
●改造エアガン対策の強化を求める意見書
●私立学校に対する北海道単独補助全廃の方針を改め、充実
を求める意見書

●障害者自立支援法の施行に関する意見書
●森林・林業・木材産業施策の確立に関する意見書
●真の地方分権改革を着実に実現することを求める意見書
●「事業仕分け」による行財政の効率化を求める意見書

●�文教委員会
＜１２月１９日＞札幌市幼児教育振興計画について、

教育委員会から説明を聴取し、質疑を行いました。

●�環境消防委員会
＜１２月１６日＞「ゴミステーションの問題点とその

改善策についての陳情」の初審査を行い、継続審

査としました。

●�厚生委員会
＜１２月１５日＞高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画（第３期）策定の中間報告について、保健福

祉局から説明を聴取し、質疑を行いました。

＜１２月１９日＞「放課後児童健全育成事業（学童保

育）の改善を求める陳情」の初審査を行い、継続

審査としました。

●�経済公営企業委員会
＜１２月１９日＞さっぽろ都市農業ビジョンについて、

経済局から説明を聴取し、質疑を行いました。

委

員

会

の

主

な

活

動

状

況

１２
月
１１
日
〜
１
月
１０
日
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